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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
【図１】本発明の実施例を示しており、（Ａ）は円筒ころに対し保持器が軸方向一端側に
、（Ｂ）は同じく他端側に、それぞれ変位し切った状態で示す部分断面図。
【図２】（Ａ）は内径側係止部及び外径側係止部と円筒ころとの係合状態を示す、図１の
（Ａ）のａ－ａ断面図に相当する模式図、（Ｂ）は中央係止部と円筒ころとの係合状態を
示す、図１の（Ｂ）のｂ－ｂ断面図に相当する模式図。
【図３】保持器の軸方向から見たポケットの形状を示す図。
【図４】本発明の対象となるスラスト円筒ころ軸受の１例を示す断面図。
【図５】従来構造の１例を示す、図１と同様の図。
【図６】（Ａ）は内径側係止部及び外径側係止部と円筒ころとの係合状態を示す、図５の
（Ａ）のａ－ａ断面図に相当する模式図、（Ｂ）は中央係止部と円筒ころとの係合状態を
示す、図５の（Ｂ）のｂ－ｂ断面図に相当する模式図。
【図７】保持器の軸方向から見たポケットの形状を示す図。
【図８】ポケットの外径側周縁部の摩耗状態を示す、図７と同様の図。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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